
ちゅうかくしょうじょう

　脳の細胞が壊れることによって直接起こる症状を「中核症状」と呼びます。
きおくしょうがい けんとうしきしょうがい じっこうきのう

記憶障害、見当識障害、理解・判断力の低下、実行機能の低下などが、これ

にあたります。これに対し、本人の性格、環境、人間関係などさまざまな

要因がからみ合って、うつ状態や妄想のような精神症状や、日常生活への

適応を困難にする行動上の問題が起きてくることがあり、「行動・心理症状」

と呼ばれます。このほか、認知症にはその原因となる病気によって多少の違い

はあるものの、さまざまな身体的な症状もでてきます。

認知症の症状

脳の細胞の働きが低下

　　　　　　　行動・心理症状　

不安・焦燥 　うつ状態 幻覚・妄想

 不潔行為歩き回る・道に迷う 興奮・暴力

性格・素質
環境・心理状態
　不安や焦り、心身の不調、

　周囲の不適切な対応

中核症状

その他

～認知症になると、どのような症状が起こるのでしょうか～

　新しい体験記憶や、知って

いるはずの記憶の呼び覚ま

しが困難になる障害。

記憶障害

　時間、日付、季節感、場所、

人間関係などの把握が困難

になる障害。

見当識障害

　旅行や料理など計画や手

順を考え、それにそって実行

することが困難になる障害。

　２つ以上のことの同時処理

や、いつもと違う些細な変化

への対応が困難になる障害。

理解・判断力の障害

実行機能障害

きおくしょうがい

けんとうしきしょうがい

じっこうきのうしょうがい

ふあん　　しょうそう げんかく　 もうそう

こうふん　ぼうりょく

適切な治療や周囲のサポートで認知症の人が感じている精神的なストレスなどを

取り除くことによって、ある程度の予防や緩和が可能です。

-2-


